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1 はじめに
近年, YouTubeなどの動画共有サービスや SNS利用

者の増加により, 一般ユーザーが写真や動画を撮影, 編

集し映像作品を作成する機会が増えている. その際, 写

真や動画に対し音楽を付与することで, 視覚と聴覚を刺

激しさらに印象的かつ魅力的な映像作品ができると思わ

れる. また一般的に映像作品の中でも画像同士を繋げた

スライドショーは芸術的にも実用的にも利用され, 比較

的作成が容易であるという利点がある.

歌詞と画像を関連づけたスライドショー作成に関する

研究は, これまでに歌詞に出現する名詞と歌詞全体を表

現する印象語を基に画像を決定する手法が提案されてき

た [1]. 本研究では, 歌詞に合った画像を選定すること

による, より印象深い映像作品の実現を目的とし, ユー

ザーが指定した楽曲と画像に対し, Word2Vecを用いて

楽曲の歌詞と画像を対応付けたスライドショー生成シス

テムを提案する.

2 スライドショー生成

2.1 問題の解析

「歌詞と画像の内容が適合していて, 且つ近い印象の画

像に遷移することでより滑らかで自然なスライドショー

が完成する」と仮定すると, 必要なのは歌詞と画像の

マッチングと, 画像印象の数値化及び距離尺度を定式化

することである.

2.2 歌詞と画像の対応付け手法

画像の内容と歌詞を関連づけるためユーザーが画像の

印象を 5つのラベルとして付与し, そのラベルと歌詞情

報 DB に対しWord2Vec を用いることで近い印象を持

つ語同士が近傍に配置されるような歌詞/ラベル意味空
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間を構築できる (単語ベクトル DB). 単語ベクトル DB

に基づき, 拍ごとに画像のラベルと歌詞の cos距離を求

め正規化することで, ある画像においてある歌詞が出力

される確率 fk(x) (k: 拍数, x: 画像)が求まる. ここで,

スライドショーを作成するにあたって, 画像を切り替え

るタイミングや枚数を予め設定しておく必要があるた

め, ユーザーは指定した楽曲の拍を取得し、切り替える

タイミングを設定する.

2.3 画像印象の数値化及び画像の遷移

画像間の類似度を, 以下の２手法で求め, 正規化した

結果を遷移確率 p(y|x) (画像 x から画像 y に遷移する

確率)として定めた.

I ヒストグラム

画像同士を比較するために相関, カイ 2 乗値, 及び

Bhattacharyya距離をそれぞれ求め正規化し, 3つの平

均を求めることで類似度を求めた.

II 形状マッチング

輝度値の変化に強い形状情報として, 形状の比較に

Hu モーメント不変量を用いた. これは回転・スケーリ

ング・反転に対して不変という利点がある.

2.4 画像の選定方法

2.2 と 2.3 で求めた確率に対し, 拍ごとの部分問題と

捉えると, 動的計画法を用いて効率的に尤度最大となる

画像の組を得ることができるが, その際に同じ画像が複

数回選ばれてしまう可能性がある. この問題は巡回セー

ルスマン問題 (traveling salesman problem; TSP)と等

価として捉えることができるため, TSP の 近似解を求

める手法として代表的な遺伝的アルゴリズム (genetic

algorithm; GA) を用いて画像の順序を決定する. 一般

的な GAの手順に従い, 具体的には以下のように行った

[2].

I 初期集団の生成

画像の枚数を n枚 (n ≥ 拍数)とし, 画像 1から画像

nのうち拍数分を拍ごとに割り当てたものを巡回路とし

た. また初期集団としてランダムな巡回路を 30 回路用

意した.
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II 評価

巡回路の 1 拍目の画像に遷移する確率 (初期遷移確

率)を p(x1),評価値を V とすると,

V = f1(x1)p(x1)

k∏
i=2

fi(xi)p(xi|xi−1) (1)

と定式化でき, V が大きいほど優れた巡回路と見なすこ

とができる.

III 選択

ある巡回路 iの評価値を Vi とすると,その巡回路が選

択される確率 S(i) (J :回路数)を以下のように与えた：

S(i) =
Vi∑J
j=1 Vj

(2)

IV 交叉

同じ画像が複数回選ばれる致死個体を避けるため, 順

序交叉を用いた.

V 突然変異

10% の確率で巡回路の中でランダムに選ばれた 2 つ

の画像を入れ替えた.

3 評価実験

3.1 実験条件

歌詞と画像を対応づけることにより生成されたスラ

イドショーを評価するため, 歌詞と画像との対応付けが

あるものとないものとの比較実験を行った. 実験協力者

は, J-POP楽曲 1曲に対して, 歌詞と画像との対応付け

があるものとないものそれぞれ 2つのスライドショーに

ついて, 以下の 3 項目に対して 10 段階 MOS 評価に基

づく主観評価実験を行った. 実験には 10代から 20代の

男女 10名が参加した.� �
Q1. スライドショー自体の完成度.

Q2. 歌詞と画像が合っているか否か.

Q3. 画像の遷移が滑らかか否か.� �
3.2 実験結果

実験結果を図 1, 2, 3に示す. 本結果から, Word2Vec

を用いて歌詞と画像を対応づけた方が主観評価が全般的

に高いことが明らかになった. 特に, Q2 (歌詞と画像の

適合：図 2) に関しては大きな差が見られた. Q1 (スラ

イドショーの完成度：図 1) については必ずしも有意な

差は見られなかった.

4 まとめと課題
本研究では, 提案手法を用いて評価実験を行った結果,

歌詞の意味を考慮したスライドショーを作成可能である
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図 1 Q1(スライドショーの完成度)の主観評価結果比較
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図 2 Q2(歌詞と画像の合致)の主観評価結果比較
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図 3 Q3(画像遷移の滑らかさ)の主観評価結果比較

ことが示された. 今後の課題として, 画像の枚数や画像

のラベル数を増やすことや, 本稿で有意性を示すことが

できなかった画像の類似度の再検討などを行いたい. ま

たトランジションや表示方法など, スライドショー自体

の改善も行う予定である.
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